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119 号（2025 年 5 月発行）の記事要旨と参考文献 
参考文献はアクセスが容易になるように、できる限りネットへのリンクをつけたものにしています 

（特に PubMed アブストラクトへリンクできるよう） 

 

 
 

表紙のことば：明るい日差しの下、りすたちがどんぐりを探して元気に走り回っていました。 
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P50 編集部から 

 
 
P51  Editorial  PDF Free  https://medcheckjp.org/wp-content/uploads/2025/05/119f03.pdf  

「続・薬禍の歳月 薬害サリドマイド事件60年」を観て  
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 シリーズ１回目は、抗潰瘍剤 H ₂ブロッカーのファモチジン（ガスター®）によるせん妄の２症例を紹

介します。せん妄が起こった点は同じですが、その後の対処で結果は大きく異なりました。 
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薬剤師国家試験に挑戦しよう！  

 問題 
スタチン剤による横紋筋融解症後の、代替コレステロール低下剤を選ばせるもの。 
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薬剤師国家試験に挑戦しよう！  

 正解と解説 
 解説：悪問中の悪問 
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Medicine out of control？（暴走するクスリ？）の著者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「暴走するクスリ？」の日本語版の「出版にあたって」の序文 PDF Free  
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医薬品安全性（危険性）情報 
【EU EMA】 

スルピリン：無顆粒球症リスク 
【米 FDA】 

多発性硬化症治療剤グラチラマー酢酸塩： 
アナフィラキシー 

【ニュージーランド(NZ) MEDSAFE】 
薬剤誘発性の間質性肺疾患 
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116 号と今号のNew Products で「有用」として取り上げたデュピルマブに関する感想や疑問・質問などの投 

稿をまとめて掲載しました。本文も合わせてお読みください。 
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